
2021年4月1日

鶴見労働基準監督署

建設業における労働災害発生状況
及び労働災害防止対策について



１     建設業における労働災害の発生状況

２     第14次労働災害防止計画

３   個人事業者等の安全衛生対策に係る法令

改正について

４   その他労働災害防止対策

ー 本日の説明内容 ー
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建設業における災害発生状況～長期～

・死亡災害は全業種・建設業ともに減少傾向にある。
・死傷災害は全業種においては下げ止まりの傾向にある。

※建設業労働災害防止協会のＨＰから引用
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全産業における災害発生状況

・令和７年における建設業の死亡災害の発生件数（214件）は全産業の中で突出
して多い。
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建設業における災害発生状況
～事故の型別～

・死傷災害、死亡災害共に墜落・転落が突出して多い。

死亡災害発生件数 死傷災害発生件数
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労働災害の発生状況（全業種）～外国人労働者～

・外国人労働者数の増加に伴い、外国人死傷者数も増加している。
・外国人労働者の労働災害発生率は全労働者と比較して高い。
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労働災害の発生状況（全業種）～高年齢労働者～

・高年齢労働者数が増加しており、高年齢労働者の死傷者数も増加している。
・高年齢労働者は労働災害のリスクが高い。
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熱中症の発生件数～年別～

・死傷者数は増加傾向にあるが、死亡者数（2025年）は前年より大きく減少
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熱中症の発生状況～業種別～

・死亡災害は建設業で多く発生している。
・警備業は熱中症の危険性が極めて高い。
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建設業における災害発生状況（神奈川）
～死亡災害発生件数～
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令和７年の死亡災害発生状況（神奈川県） 冊子P11～15
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第１4次労働災害防止計画の概要
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第１4次労働災害防止計画（建設業）

主な取組事項

〇高所作業場所への手すり等の設置、墜落制止用
器具の確実な使用

〇墜落・転落災害の防止に係るリスクアセスメント
の実施

〇はしご・脚立等の安全な使用

〇クールワークキャンペーンの推進

17



18

• 短期間・短時間での作業であっても、
確実に墜落防止対策を実施する。

• 墜落防止対策は手すりや囲い等の設置が基本。

• 手すりや囲い等の設置ができない場合は、
墜落制止用器具を取り付けられる設備を設け、
墜落制止用器具の確実な使用を徹底させる。

高所作業場所への手すり等の設置・墜落制止用器具
の確実な使用

安衛則第518条 高さが２メートル以上の墜落危険性のある箇所で作業を行う場
合には、足場を組み立てる等の方法で作業床を設けなければいけない。

安衛則第519条 高さが２メートル以上の墜落危険性のある箇所には、囲い、手す
り、覆い等を設けなければいけない。

—足場の設置が困難な屋根上作業—
墜落防止のための安全設備設置の作業標準マニュアル
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足場からの墜落防止措置① 冊子P31～38
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足場からの墜落防止措置②
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冊子P20～22
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リスクアセスメントの実施

職場のあんぜんサイト
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はしご・脚立の安全な使用 冊子P39～40
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クールワークキャンペーン 冊子P59～60暑くなる前の事前計画が大切



暑さ指数（ＷＧＢＴ：湿球黒球温度）とは

①気温 ②輻射熱（放射熱）③湿度

の３つを取り入れた熱中症の危険度を判断するための指数

暑さ指数（ＷＢＧＴ値）とは

＜出典＞環境省「熱中症 環境保健マニュアル2014」

＜出典＞ 環境省熱中症予防情報サイト 暑さ指数(WBGT)について学ぼう 
https://www.wbgt.env.go.jp/wbgt_lp.php
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警備業者も同様の対策が必須
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冊子P57～58
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皆様の取組を今後の労働
災害防止対策に活用させ
ていただきます！

アンケートへのご協力をお
願いします。
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冊子P16～17
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厚生労働省では、建設現場の安全管理水準の向上を促進し、建設業に

おける労働災害の防止を図るため、建設現場等において元方事業者が

実施することが望ましい安全管理の具体的手法を示した「元方事業者

による建設現場安全管理指針」を示しています。

 神奈川労働局・労働基準監督署

元方事業者による建設現場

安全管理指針のポイント
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高年齢労働者の安全衛生対策
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鶴見署HP
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建設業に従事する
外国人労働者向け教材

冊子P47～48



危険・有害性の「見える化」

危険・有害な場所、機械、作業について、語句、

図柄、写真、色、光、音などで注意喚起するこ

と等により、その場所への接近やその機械の使

用、作業の実施に当たっての安全対策の徹底を

図る。
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範囲内が開口部であることを

黄色のネットで注意喚起  

○色による注意喚起

水平ネットで開口部を養生している。

開口部端から垂らした黄色の鎖で開

口部の真下の範囲を示し、注意喚起

している。

○飛来・落下災害防止の注意喚起
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（左）緑色のコーン・バーで安全通路を明示し、建設車両の通行帯 と   

区分 ○安全通路の明示による注意喚起

（右）黄色のネットと安全通路の表示で、安全通路を確保、明示している。

    単管は墜落転落防止の役割を果たしている。

    ○安全通路の明示による注意喚起

ネット単 管 安全通路の表示コーン
バー
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